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　私の家は、先代から米菓の製造販売店を営んでいま
す。花が好きだったので、お客さんに季節の花を楽し
んでもらおうと店先にミニ花壇をつくりました。
　1･2月は、もともと花の少ない時期ですが、年末の
雪で傷んでしまったものもあります。寒さの中で可憐
な花を咲かせているのは、ビオラとパンジーです。室
内では松葉ボタンを指し芽して育てています。
　夏はハイビスカスが咲きます。花期は6月下旬から
です。高さは50㎝～1mくらいになります。その他、
ランタナ、アメリカンブルーといった1年草を植えて
います。
　西日が当る家なので夏季の花はよく育ちます。お客
様に花を差し上げることがあります。また、花をいた
だくこともあります。花は人に「やさしさ」を伝えて
くれます。　　　　　

上野アイ子さん(中央町三丁目・63歳)

KOGA
万華鏡

再生紙を使用しています。 環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

季節の花で「やさしさ」を伝えたい

マイ・ガーデニング
シャッターチャンス！

小さなお母さん大活躍！

小さなお母さん　詩織ちゃん（2歳）

中谷　留美さん（古河・31歳）

「
雪
は
天
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
雪
華
と
い
う
美
し
い
花
を
発
見
〜

　2,400ｇで生まれた小さな詩織は、1年半後に

弟が生まれて今度は、小さなお姉さんになりま

した。初めのころは、可愛がり方がわからず、

よく弟の顔を叩いたりしていました。徐々によ

くお世話してくれる小さなお母さんになりまし

た。時々、お世話のしすぎで泣かせてしまい叱

られています。

　寝言で「お母さん抱っこして。祐くん（弟）

がいないからいいでしょ？」と言っているのを

聞くと、いつも

小さいながら我

慢しているんだ

なと思い、年子

を育てる難しさ

を考えさせられ

ます。でも、そ

んなことはよそ

に、最近の小さ

なお母さんは、

玄関の靴をそろ

えてくれたり、

トイレのお掃除

をしてくれたり

と、とてもしっ

かりした女の子

に育ってくれて

います。
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2
月
12
･
13
の
両
日
、
博
物
館
で
は
、

旭
川
西
高
校
平
松
和
彦
教
諭
の
考
案
し
た

人
工
雪
発
生
装
置
を
使
っ
て
雪
の
結
晶
生

成
実
験
を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
…
。

昭
和
５
年
、
北
海
道
大
学
に
赴
任
し
た

中
谷
宇
吉
郎
博
士
（
1
9
0
0
〜
1
9
6
2
）

は
、
雪
の
結
晶
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
て
、

観
察
の
た
め
十
勝
岳

の
山
小
屋
に
籠
も

り
、
氷
点
下
の
世
界

で
3
,
0
0
0

枚
に
及

ぶ
写
真
を
撮
り
続
け

ま
す
。
や
が
て
、
こ

の
観
察
に
限
界
を
感

じ
た
博
士
は
、
雪
の

結
晶
を
自
ら
製
作
し

て
み
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。
幾
た
び
も
の
試
行

錯
誤
と
失
敗
を
重
ね

な
が
ら
、
人
類
史
上

最
初
の
人
工
雪
が
誕

生
す
る
の
は
、
昭
和
11
年
の
こ
と
。
博
士

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
象
条
件
下
の
「
雪
」

を
丹
念
に
観
察
、
気
温
・
水
蒸
気
量
と
雪

の
結
晶
の
か
た
ち
に
あ
る
種
の
相
関
関
係

が
あ
る
こ
と
を
解
明
し
、
そ
の
成
果
を

「
中
谷
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
図
表
に

よ
っ
て
表
現
し
た
の
で
す
。
表
題
の
引
用

句
は
、
地
上
に
舞
い
降
り
る
雪
の
形
か
ら

気
象
条
件
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
実
証
結
果
を
、
平
易
な
文
体
に
よ
っ

て
表
現
し
た
名
文
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
数
多
の
博
士
の
著
作
中

に
、
「
『
雪
華
図
説
』
の
研
究
」
と
い
う

論
攷
が
存
在
し
ま
す
。
曰
く
、
「
雪
の
結

晶
の
記
録
で
有
名
な
も
の
は
、
英
国
の
気

象
学
者
ゼ
ー
ム
ス
・
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
の
模

写
図
で
あ
っ
て
、
彼
は
一
八
五
五
年
、
即

ち
『
雪
華
図
説
』
に
お

く
れ
る
こ
と
三
十
二
年

に
、
百
五
十
一
箇
の
雪

華
の
模
写
図
を
発
表
し

て
ゐ
る
。
彼
の
仕
事
は

顕
微
鏡
写
真
の
発
達
す

る
以
前
の
雪
華
図
と
し

て
は
、
最
も
精
巧
を
極

め
た
も
の
と
い
ふ
こ
と

に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
公

平
に
見
て
私
は
土
井
利

位
の
『
雪
華
図
説
』
は

そ
れ
に
劣
ら
ぬ
立
派
な

も
の
で
あ
る
と
思
っ
て

ゐ

る

（

ル

ビ

は

筆

者
）
」
。
は
じ
め
て
顕
微
鏡
で
雪
の
結
晶
を

覗
い
た
と
き
の
感
動
と
そ
の
後
の
厳
し
い

観
察
で
重
ね
た
腐
心
。
『
雪
華
図
説
』
を

賛
美
し
た
こ
の
雪
氷
学
の
世
界
的
権
威

は
、
利
位
に
自
分
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

雪
を
愛
し
た
両
人
の
情
熱
、
12
･
13
日

の
実
験
に
参
加
す
る
子
供
た
ち
は
、
き
っ

と
感
じ
取
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
永
用
俊
彦

平松式人工雪発生装置でつくった雪の結晶

せ
い

せ
い

な
か  

や   

う  

き
ち
ろ
う

ひ
ら
ま
つ
か
ず
ひ
こ

ろ
ん
こ
う

す
な
わ

い
わせ

っ

か

ず

せ
つ

こ

き
わ

ひ

こ

ど
　
い

と
し

つ
ら

の
ぞ

せ
っ
ぴ
ょ
う
が
く

な
が
よ
う

る　み

あ
ま
た


